























































































































































































































































































リスク嫌悪 Crisk-aversion)、行過ぎた同質性・均質性 (homogeneity)である (Sitkin、
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1 詳しくは、石坂 (2006)を参照。また、石坂 (2006)では「エクセレント・カンパニー論」を構成する
ものとLて、特!こPeters& Waterman (982)、Collins&Porras (1994、2001)、及び新原 (2004)の
3者を検討対象としている。
2 おそらく、こうした点で最も辛らつな批判を展開LtcPhi1ip Rosenzweig (2007)は、「エクセレント・
カンパニ 諮」が、心理学上の概念である「ハロー効果J由民に泊っていると主長 Lている







































的治街」の発怨を提案している(回坂、 1998: 48-58. )。
自 彼は、そう Ltc状況を「戦略のパラドックス」と名づけている (Raynor、2006: /邦訳、 2008: 78) 













なプロセスを要する暗黙知形成には大きな障害となりうる。例えば、 DorothyLeonard & Walter 




プターは、レクチャ 、シミュレ ション、コ チンクー により作れる。 LかLディープスマー卜は、人
工的に育むことができない。ディープスマ←トは、経験を通じて自然に育つものだ。そうである以上、
その育成には時間がかかるJ(Leonard & Swap、2005/邦訳、 2005:300)。総じて、現代企業が対処を
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迫られる複雑性とスピ ドの要請は、失敗の認知および学留を困難なものとすることはもとより、有用
な学習の場としての「失敗機会Jから我々を遠ざける圧力を形成する可能性を持っていると言えるだろ
つ。
